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昭和 59年 度 の発掘 調査概 要

昭和59年度の発掘調査は,道路建設・河川改修や橋のつけかえ工事に伴うものが比較的

多かったようです。道路建設に伴うものとしては,奥谷西遺跡・薬王寺古墳群 0北金岐遺

跡・篠窯跡群 0千代川遺跡・長岡京跡左京第 115次・隼上り遺跡 0隼上り古墳群などがあ

ります。いずれもこの冊子に紹介していますように,貴重な成果を得ました。特に,小金

岐古墳は,横穴式石室の玄室にT字形の石を置いて部屋を 3つ に分ける珍 しいものでした。

このほか,府立学校の増改築に伴うものとして,平安京跡や燈籠寺遺跡の調査を実施 し

ました。また,宮福線鉄道建設工事に伴って実施 した石本遺跡では弥生時代から古墳時代

の大集落跡がみつかり, この地域を歴史的に解明する一資料を得ることができました。

このように,昨年度はこれまで以上に大きな成果が得 られました。まだ,ほかにも調査

を行った遺跡は多いのですが,今後も発掘調査によって京都府下の歴史や文化などがより

一層明らかになっていくと思われます。

第 3回 小 さ な 展 覧 会
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遺 跡 名 称 種 別 所  在  地 調査担当者 調査期間 概  要 出土遺物

宮 津 城 跡 城 跡 宮津市柳縄手 竹原 一彦
60。  2。  6′ ンヽ

解説参照 解説参照

田 辺 城 跡 城 跡 舞鶴市南田辺大内口下 山下  正
10.11～

溝 1浴
器・は

志 高 遺 跡 集落跡 舞鶴市志高 岩松 保
59。 10. 5′^V

60. 3。 27 解説参照 解説参照

波 江 古 墳 群 古 墳 福知山市上天津波江
59。 10。 29～

60。  3.18 解説参照 解説参照

石 本 遺 跡 集落跡 福知山市牧段・岩田
59. 5. 8ハV

59。  9.30 解説参照 解説参照

多 保 市 城 跡 城館跡 福知山市多保市打越
59。  5。  7ハV

60。  3.30

奥 谷 西 遺 跡 集落跡 福知山市大内奥谷西
59。  5。  7ハV

解説参照 解説参照

福知山市多保市薬王寺
近富

正
59.10.22′ ^V

解説参照 解説参照
59。 10。

9 和田賀遺跡ほか 散布地 田 ほ 三好 博喜
59。 11。  8～

60. 3。  8 し

10 青 野 遺 跡 集落跡 綾部市青野吉美前
60。  3。  7ハV

60。  3.30

11 味 方 遺 跡 散布地 綾部市味方町中ノ坪 辻本 和美
3。

解説参照 解説参照

12 小金 岐古墳群 古 墳 亀岡市大井町小金岐
159.12.13´ ハV

1  60. 3.27 解説参照 解説参照

| 71集
落跡 亀岡市千代川町千原 森下  衛

59. 6. 1ハ V

59。  7。  5 解説参照 解説参照

8
集落跡 村尾 政人

59. 7。 26～ |
59. 8.301

15
|1遺跡第 9

官衛跡 亀岡市千代川町北ノ庄
59. 8.27⌒ψ′

解説参照 解説参照

16 北 金 岐 遺 跡 集落跡 亀岡市大井町北金岐 田代  弘
11. 5～

解説参照 解説参照
59。 12。 20

17 篠 窯 跡 群 窯 跡 亀岡市篠町篠ほか 59。  5。 17′^V

60. 3。 27 解説参照 解説参照

18 上 中 遺 跡 散布地
ほ

増田 孝彦
59。  8。  1～

59。  9。 25 溝
器・

19 都城跡 長岡京市神足大張ほか 59. 9。 21⌒ v′

解説参照 解説参照1 10。 23

20 都城跡 向日市森本町小柳ほか 10。 18～
解説参照 解説参照1

21
1都城跡 向日市上植野町西大田 山口  博

59.10。
解説参照 解説参照

60。 11。 30

22 都城跡 長岡京市開田二丁目
59。  6。 23⌒Ψ′

59。  7。 26 解説参照 解説参照

23 都城跡 長岡京市今里四丁目
59。  7。  9ハ▼

59。 10.13 解説参照 解説参照

24 平 安 京 跡 都城跡 田
山 口 博

59。  7。 19ハV
解説参照 解説参照11

25 奥 山 田池遺跡 散布地 増田 孝彦
59。 19～

田 し

26 隼 上 り 遺 跡 散布地 宇治市菟道東隼上り
59。  6.

解説参照
60。  3.30

27 隼 上 り古墳群 古 墳 宇治市菟道東隼上り
59。 10。 18′^▼

解説参照
60。  3.

28 燈 籠 寺 遺 跡 散布地 相楽郡木津町内田山 戸原 和人
59. 8. 1ハV

59。 10.30

八幡市八幡一丁畑ほか 黒坪 一樹29 木津川河床遺跡 集落跡

解説参照

昭 和 59年 度発掘 調査一 覧 表
(財)京都府埋蔵文化財調査研究センター調査
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涎 ―里・ 遺 跡 名 称 種 別 所  在  地 調査担当者 調査期間 概  要 出土遺物

相楽郡木津町木津
坂

市 59.12。  1⌒Ψ′

60。  3。 29 解説参照 解説参照
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志 高 遺 跡
縄文時代～江戸時代

舞鶴市字志高

溝 跡

〔遺 跡 の 概 要〕

由良川沿いには多 くの弥生時代の集落遺跡がありますが,こ の志高遺跡もそういったも

のの一つで,由良川河口から約 10 km上流の自然堤防の上に立地 しています。

調査 した結果,江戸時代の柱穴・溝・土拡が調査地全域でみつかったほか,古墳時代の

溝 0自 然流路 0柱穴などもみつかりました。住居跡などの人間が生活 した跡は,今回検出

できませんでしたが,弥生時代のおわりから古墳時代はじめ頃の土器が多量に出てきまし

たので,その頃の集落が今回の調査地の北西一帯に広がっていたと考えられます。もし,

この位置が正 しいとしますと,すでに発見された住居跡などの位置と考えあわせて,集落

は由良川の川上から川下に向けて時代とともに移り変っているようすがうかがわれます。

また,江戸時代の出土遺物では唐津から伊万里へと時代によって主流が移っているよう

です。近世陶磁器の生産・交易を考える上で,良好な資料を得ることができました。
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1.弥生土器・高杯

3.弥生土器・器台

5.弥生土器・壺

2。 弥 生 土 器・甕

4.弥生土器・台付鉢

6。 弥生土器・壺

5

7。 弥 生 土 器 0壺



奥 谷 西 遺 跡
弥生時代～鎌倉時代

福知山市大字大内小字奥谷西

奥谷西遺跡全景

〔遺 跡 の 概 要〕

奥谷西遺跡は,土師川と竹田川の合流点に近 く,土師川の南から北へ延びる丘陵 (標 高

約 77m)の 台地上にあります。狭い谷を隔てた南には大内城跡,北 にはケシケ谷遺跡があ

ります。

この遺跡は昭和58年度から調査を実施 し,弥生時代中期の溝 2条 0中期から後期にかけ

ての竪穴式住居跡 7基 ,古墳時代後期の竪穴式住居跡 5基などがみつかりました。弥生時

代のものは大きな溝と円形の住居跡であり,古墳時代後期のものは方形の住居跡になり,

竃をもつものもあります。遺物は,弥生土器・土師器・須恵器のほか,中世の遺物・石器

0鉄器など様々で,相 当な量にのぼっています。特に,古墳時代の住居跡から出土 した須

恵器は,当 地方では古い時期のものと思われます。

なお, この遺跡では径 75 Cmの 円形をした土拡から,6世紀前半の須恵器の杯蓋ととも

に鉄製U字形の鋤先が 2個組み合わさって出土 したことは,特異な例といえます。

- 6 -



8.鉄 器・鋤 先 9。 須恵器 0四耳壺

10。 須  恵  器

11。 弥 生 土 器

7



北 金 岐 遺 跡 弥生時代～室町時代

亀岡市大井町北金岐

溝内遺物出土状況

〔遺 跡 の 概 要〕

北金岐遺跡は,亀岡市大井町にある集落遺跡で,昨年度 も紹介 しましたが,弥生時代か

ら室町時代にいたる複合遺跡であることがわかっています。

昨年度の調査では,奈良時代の溝や鎌倉時代の掘立柱建物跡 3棟・土拡などがみつかっ

ており, この遺跡が長い時代にわたって存在 したことを示 しています。また,遺構はみつ

かりませんでしたが,遺物として弥生土器 (壺形土器底部)の 破片が出土 しています。鎌倉

時代以降の遺物 もでていますが,それに対応するような遺構がみつからないので,建物が

なくなったあと水田になったのかもしれません。

ところで,昨年度は保存処理のため展示できませんでしたが,一昨年度の調査で出土 し

ました古墳時代前期の田舟を紹介 します。田舟は,苗などを入れて運ぶ道具と考えられて

おり,完全なかたちで出てきました。また,稲を保管する倉へのぼる梯子の一部もあり,

当時の農耕のようすがしのばれます。
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12.田 舟

13.田  舟 (上から)

14。 田 舟 (底 部)

15.木 製 加 工 品
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石 本 遺 跡 弥生時代～平安時代

福知山市大字牧小字段・岩田

竪穴式住居跡群

〔遺 跡 の 概 要〕

牧古墳群のある丘陵近 くの牧集落南側に開けた水田地帯に,石本遺跡があります。ここ

は昭和58年度に試掘調査を行い,竪穴式住居跡の一部や溝が出てきましたので,それらの

時期や性格などを知るために調査の範囲を広げて発掘調査を実施 しました。

調査の結果,古いところでは弥生時代の方形周溝墓の区画溝がみつかり,その中には埋

葬 したときのおまつりに使用 した壺や甕が納められていました。石本遺跡の中心は古墳時

代で,10数基の竪穴式住居跡 0掘 立柱建物跡・柵列・溝などの遺構がみつかりました。住

居跡は 1基 について 3～ 4回建て替えられていました。

この住居跡の西側には古墳時代の大きな溝が北東から南西方向に延びています。この溝

からは集落で使われ捨てられた須恵器・土師器などのほか, 大量の木製品 (鞍・鋤先 。下

駄 0火鑽日など)が出土 しています。 このほか,奈良時代～平安時代にかけての掘立柱建

物跡も数棟みつかっています。

一-10-一



16.須恵器・高杯

18.土師器・甕

17.須恵器・選

19。 土師器 0ミ ニチュア壺

20。 土師器・壺

一 -11-一

21。 須恵器・高杯



波 江 古 墳 群 古墳時代後期

福知山市上天津字波江

波江古墳群全景

〔遺 跡 の 概 要〕

波江古墳群は, 国鉄福知山駅の北約 5kmの 由良川と牧川の合流点近 くの牧川右岸にあ

る低い丘陵上に位置します。牧川周辺には古墳時代後期の群集墳が数多 くあり,こ の波江

古墳群も3基の古墳のあることがわかりました。

古墳のある丘陵は南東から北西方向に延びる狭いもので,尾根の先から3号墳04号墳・

5号墳と名づけました。古墳は3基とも木製の棺を直接上の中に埋めるもの(木棺直葬)で ,

石室を持 ってはいませんでした。古墳のかたちも丘陵を溝で切り,少 し土をもって方形に

整える程度で,大がかりなものではありません。各古墳とその周辺より8基の棺がみつか

りました。

遺物は,須恵器(杯身・有蓋高杯蓋)や鉄器,それに金環もでてきました。どれも6世紀

後半～ 7世紀初頭にかけてのものですから,こ の頃にこれらの古墳がつくられたことがわ

かります。

一-12-



22.片  口 鉢

23.須恵器・杯身

25.須恵器・高杯蓋

27.須恵器・高杯

24.甕

26.須恵器 0提瓶

28。 須恵器・薩

- 13 -

29。 須恵器・横瓶



薬王寺古墳群 古墳時代後期

福知山市多保市小字薬王寺

箱 式 石 棺

〔遺 跡 の 概 要〕

薬王寺古墳群は,東から西へのびる丘陵上にあり,古墳からの眺めは極めてよく,福知

山市の長田野方面や兵庫県の竹田方面も遠望できる地です。

古墳は,調査によって 5基発見され,尾根に直交する三日月状の溝を古墳の背後に掘り,

少量の上を盛り上げて墳丘を作っています。その規模は径10m前後と小さなものです。

埋葬施設は,箱式石棺と木棺とに区別されます。石棺は,平 らな板石を組合せたもので ,

長さ1。 7× 幅0。 5m,高 さ0。 4mの規模を持っていました。 棺内から遺物は出土 しませんで

した。木棺は,平 らな板を組合せたもので,小 口板を背後からおさえるために粘土塊を配

するものも見 られました。遺物は,封土,棺上,棺 内,墓拡内等から検出され,須恵器・

土師器とともに,馬具(轡),鉄刀,鉄鏃,刀子などの鉄製品も数多 く見 られました。

出土 した遺物から,こ の古墳群は6世紀初頭～前半代につくられたものと考えられます。

―- 14 -



30.須  恵  器

31。 鉄     器
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味 方 遺 跡
弥生時代～奈良時代

綾部市味方町中ノ坪

竪穴式住居跡・掘立柱建物跡

〔遺 跡 の 概 要〕

由良川が綾部盆地に入ると北に向って流路を変えますが,その曲がるところの右岸に味

方遺跡があります。

味方遺跡は昭和46年頃から縄文時代の石鏃やチャー ト片,弥生時代の土器,古墳～奈良

時代にかけての須恵器 0土師器などが採集されるところとして知 られていました。発掘調

査の結果,弥生時代の円形竪穴式住居跡 2基 と溝・方形周溝墓状遺構,古墳時代後期の方

形竪穴式住居跡 2基などの遺構がみつかりました。特に,古墳時代の住居跡は「青野型住

居跡」と呼ばれるもので,竃のつけ方が一般の住居とちがって,方形の隅のところで内側

へ突出するようになったものをいいます。

遺物は,縄文時代の石鏃・石錘 0石斧をはじめとして,弥生土器 0石包丁・石剣片・古

墳時代～奈良時代の須恵器 0土師器が多数出てきました。河岸に立地 し,土錘などが出土

したことから,漁携に従事したことをうかがわせます。

-16-



32.石  包  丁

33。 石 鏃

34。 石斧・石剣ほか
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小金岐古墳群 占墳時代後期

亀岡市大井町小金岐

小金岐 1号墳・横穴式石室

〔遺 跡 の 概 要〕

亀岡盆地の周辺には横穴式石室を持つ多 くの古墳群がありますが,小金岐古墳群はこう

した古墳群の一つで,盆地の西側を走る行者山の裾に立地 しています。

小金岐古墳群は古墳時代後期に造 られた群集墳で, これまで76基 あることが確かめられ

ています。今回の調査はそのうち10307号墳の 3基についてのみ行いました。その中で

は 1号墳が最 も残りのよいもので,古墳のかたちは円墳になります。埋葬施設は横穴式石

室で,部屋 (玄室)の 床には板石を敷いてあり,石を丁字形に置いて石室を 3つ に分けてあ

りました。 3号墳はこれほど残りはよくありませんで したが,横穴式石室をみつけること

ができました。 7号墳は墳丘だけの調査でしたので,詳 しくは述べられませんが, 3号墳

より前に造 られたことがわかりました。

遺物は,須恵器 (杯 身・杯蓋・高杯など)0土師器・金環・鉄製品などが出土 しており,

これらの遺物から,今回調査の 103号 墳は6世紀後半に造 られたことが明らかになりま

した。

―-18-



35.瓦  器 ・ 椀

37.瓦  器 0椀

39。 瓦  器・ 椀

41。 須 恵 器・杯

36.須恵器・杯蓋

38.須 恵 器・蓋

40.須恵器 。杯蓋

42.須 恵 器・椀

43。 土 師 器・皿
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44.須 恵 器・魅



今 里 遺 跡
弥生時代～室町時代

長岡京市今里 4丁 目

今里庄ケ淵古墳周濠跡

〔遺 跡 の 概 要〕

この遺跡は,乙訓寺が所在する今里の集落を中心に広がる遺跡です。今回の調査は,長

岡京跡右京第 171次 調査として行ったもので,今里の台地から東へ降りた沖積地に位置し

ています。いままでに,平安時代や弥生～飛鳥時代にかけての建物跡,今里車塚古墳の周

濠等がみつかっています。

今回の調査で,今里遺跡では初例の弥生時代前期の円形竪穴式住居跡や,以前の調査で

検出している古墳時代の溝の延長を確認 しました。ところで,今回の調査で, この溝は帆

立貝形をした古墳の周濠である可能陛が出てきました。周濠内からは須恵器の蓋・杯・高

杯・甕・壺などが出土 しましたが,埴輪は含まれていませんでした。古墳とすれば,その

時期は遺物からみて 6世紀中葉と考えられます。

近年の調査で,墳丘を削平され,その存在を忘れ去 られた古墳がいくつかみつかってい

ますが,こ の調査でまた一例加わることになります。
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45.須恵器・杯蓋

47.須恵器・杯蓋

49。 須恵器・杯身

50。 須恵器・杯身

46.石   器

48。 土 師 器・甕

51。 土 師 器・甕

52。 須 恵 器・甕

一-21-

53。 須 恵 器・魅



隼上 り古墳群 古墳時代後期

宇治市菟道東隼上り

隼上り3号墳 0横穴式石室

〔遺 跡 の 概 要〕

隼上り古墳は,宇治市菟道にあって,昨年度紹介 した隼上り遺跡の近 くにあります。

調査は, これまで知 られていなかった 3号墳とすでに知 られていた 2号墳と計 2基 につ

いて行いました。 2号墳は,石材の一部が露出していました。古墳のかたち・大きさは盛

土や周濠が削られていて確認できませんで した。ただ,隣 りにある 1号墳 (未 調査)が 円墳

なので 2号墳も円墳ではなかったかと考えています。埋葬施設は横穴式石室で,玄室の床

面は全面に拳大の石が敷かれています。 3号墳は,丘陵の南斜面につくられ,墳丘は削ら

れていましたが, 周濠の一部が出てきましたので, 直径約12mの 円墳とわかりました。

この古墳も2号墳と同じく横穴式石室を埋葬施設とし, 石室内には 1辺40 cm前 後の石が

2列 に並んでいました。これは木棺を置いた棺台として用いられたようです。

遺物は,両古墳とも須恵器・金環・鉄釘などが出土 しています。
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55。 須恵器・杯蓋

57.須 恵 器・魅

54。 須恵器・杯身

56.須恵器 0高杯

59。 須恵器 0台付長頸壺

- 23 -

58。 須恵器・台付長頸壺



千代川遺跡第 7次・第 9次 弥生時代～鎌倉時代

亀岡市千代川町・大井町

人 の 足 跡

〔遺 跡 の 概 要〕

千代川遺跡は,亀岡市千代川町から大井町にかけて広がる扇状地上に立地 します。いま

までの調査で,弥生時代から鎌倉時代に至る複合遺跡であることが確認されていますが ,

その中には丹波国府推定地や桑寺廃寺など注目すべきものもあります。

昭和59年度に行った第 7次調査では,弥生時代中期の水田跡やそれに伴って足跡などが

みつかりました。周辺の調査で同じ時期の集落跡がみつかっているので,当 時の人々が集

落の傍 らに水田を営なみ生活 していた様子を知ることができました。

また,第 9次調査では弥生時代から鎌倉時代にわたる多 くの柱穴・土拡・溝がみつかり

ました。そして,それに伴って弥生土器や須恵器 0土師器など数多 くの遺物が出土 しまし

た。特に,奈良 0平安時代の遺物の中には墨書土器や緑釉陶器など注目すべきものが含ま

れており,当地に推定されている丹波国府跡を考える上で,大変貴重な資料を得ることが

できました。

- 24 -



60.須恵器・杯蓋

62.須恵器・杯身

64。 須恵器・杯身

67.須 恵 器 0杯 B

69.須 恵 器 。杯 B

61。 須 恵 器・蓋

63.須 恵 器・杯

65。 須 恵 器 。杯 B

66.須 恵 器 0杯 A

68。 須恵器 0杯身

70.須 恵 器 0杯 B
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71。 墨書土器 0「福」



燈 籠 寺 遺 跡 古墳時代～江戸時代

相楽郡木津町内田山

内田山2号墳・周濠

[遺 跡 の 概 要]

木津川左岸の内田山丘陵上は燈籠寺遺跡として,以前から土器や埴輪が発見されている

ところです。昭和56年度に行った調査では方墳が 1基みつかりました。

今回の調査では,調査地の西端部で大きな掘り込みがみつかり,中 から出土 した土器や

下駄から江戸時代の池であることがわかりました。調査地の東端部ではL字状に曲がった

溝が出てきました。溝は大きく二層に分かれ,上層からは奈良時代の須恵器や土師器,土

馬などが破片になって出てきました。下層からは円筒埴輪や家形埴輪がバ ラバ ラになって

出土 しました。 この埴輪がみつかったことで,L字状の溝は古墳時代中期の方墳の周濠で

あることがわかりました。この古墳は「内田山 2号墳」と名付けられ,昭和56年度にみつか

った古墳とあわせて考えますと,お そらく木津地方の首長の奥津城であったと思われます。
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72.須 恵 器 0甕 73.須 恵 器・甕

77e家 形 埴 輪
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78。 遺物出土状況



木津地区所在遺跡
古墳時代～鎌倉時代

相楽郡木津町木津赤ケ平・釜ケ谷
ク  ク  市坂上人ケ平

掘 立 柱 建 物 跡

〔遺 跡 の 概 要〕

昭和59年度は,赤ケ平遺跡 0釜ケ谷遺跡・上人ケ平遺跡・市坂 104号墳の発掘調査を

行いました。

赤ケ平遺跡は,燈籠寺遺跡の東隣りの丘陵にあります。調査では柱穴のほか顕著な遺構

はみつかりませんで したが,石器や石器を作るときにできる剥片が多 く出土 しました。

釜ケ谷遺跡は,燈籠寺遺跡と赤ケ平遺跡の間の谷筋にあります。この谷を流れる川はか

つては広 く土砂を運んだらしく,弥生時代の石器や奈良時代の土器類などが出土 しました。

上人ケ平遺跡は,平坦な丘陵上にあって,掘立柱建物跡がみつかりました。この遺跡か

らは軒丸瓦 0鬼瓦 。丸瓦 0平瓦などが出土 しましたが,建物跡の北西隅の柱穴からは東大

寺や平城宮大膳職で使われた瓦が出てきました。いずれも奈良時代の瓦で,市坂瓦窯と関

わる施設の跡かもしれません。

市坂 1・ 4号墳のうち4号墳は古墳でないことがわかりました。 1号墳は鉄道のため半

分以上消滅 しており,墳丘を巡る溝がみつかり多 くの埴輪片も出てきました。
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79。 須恵器・ ミニチュア壺

80。 軒 丸  瓦

82.軒  丸  瓦

81.軒  丸  瓦

83.軒  平  瓦

84.瓦溜検出状況

一  〕   一

85。 鬼 瓦



長 岡 京 跡
右京第165次・第171次 ,左京

第115次 0第 118次・第119次

長岡京時代

長岡京市開田2丁目

同  市今里 4丁 目

同  市神足神田他

向日市森本町小柳他

向日市上植野町西大田

/

t )

左京第 118次調査地

〔遺 跡 の 概 要〕

長岡京は,奈良の平城京から京都の平安京へ移る間,10年余り都が置かれたところです。

わずか10年間の都でしたが,昭和30年から開始された発掘調査によって,宮殿や役所の跡 ,

道路側溝や当時の人々の屋敷跡等が見つかり,かなり整備された都であることが判ってき

ています。昨年度行われた長岡宮・京跡の発掘調査は45件あまりあり,そのうち当調査研

究センターでは, 右京第165次・第171次 , 左京第115次 。第118次・第119次の計 5件の発

掘調査を実施 しました。長岡京に関連 したものとしましては,道路側溝や長岡京時代の建

物跡を検出し,多数の須恵器・土師器・瓦類のほか,木簡や墨書土器が出土 しました。

右京第165次調査 (長岡京市開田 2丁 目)で は,西一坊大路の東西両側溝を確認 し,溝内

から,土師器の杯 0皿 0椀や須恵器の杯・皿 0壺・甕等が出土 しました。

右京第171次調査 (長岡京市今里 4丁 目)で は,西二坊大路の西側溝を検出しました。
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86.西一坊大路東側溝 (右京165次 )

88.櫛 (左京118次 )

91.人形 (左京118次 ) 92.木印 (左京118次 )
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87。 西一坊大路西側溝 (右京165次 )

89.丸輌 (左京118次 )90。 墨書土器 (左京119次 )

93。 銭貨 (左京118次 )



左京第118次調査(向 日市森本町小柳他)で は,南一条条間大路の南北両側溝のほか,長岡

京時代の整然と並ぶ10棟以上の掘立柱建物跡,縦板組みの井戸枠を残す井戸,素掘りの井

戸,柵列跡,土拡等を検出しました。出土遺物 も,土師器の杯 0皿 0椀・壺 0甕 0蓋や須

恵器の杯・皿・蓋 0壺 0甕 0平瓶・高杯等のほか,軒平瓦・軒丸瓦,木印,刀子,こ て状

鉄製品,丸輌 (帯金具),人形,櫛 ,斉串,銭貨 (和 同開弥・高年通賓・神功開賓),墨書

土器,硯類等があります。墨書土器のなかには,「 内膳」や「厨」と記されたものがあり,

多数の転用硯の出土や,整然とした建物配置から考えて,な にか役所の出先機関でもあっ

たのでしょうか。いろいろと考えさせ られるものが出土 しています。

左京第118次調査(向 日市上植野町西大田)で は, 三条大路の北側溝を確認 し, 軒丸瓦・

軒平瓦,木簡,墨書土器,硯類,土師器の椀・杯 。皿・甕,須恵器の杯 0皿・蓋・壺 0平

瓶・甕等が出土 しています。木簡は「□□□板一村□」と記され,その後火鑽日(発火具)

に転用されています。「一村」というのは,材木の単位量を表 しています。家を建てるた

めの木材を持 ってこさせたのでしょうか。

このほか,他の調査機関が行った調査でも多 くの成果が上っています。二条大路の南北

両側溝や北京極大路南北両側溝,朱雀大路の西側溝,西三坊大路西側溝,三条第 1小路西

側溝,二条第 2小路南北両側溝等が検出されました。なかでも二条大路南北両側溝の検出

は, 溝心々間距離が約9m弱 と小路級であり, 長岡京の条坊研究にまた一石を投 じました。

長岡京 もここ30年でさまざまなことが判ってまいりました。 しかし,二条大路の道路幅

が小路級であったことを初めとして,謎は尽きません。天皇桓武が新たな政治の出発点と

して築いた長岡京,今後の調査で解明しなければならない点は,多 く残されています。

94.三条大路北側溝 (左京119次 )
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95。 縦板組み井戸 (左京118次 )



96.木簡 (左京119次 )

こて状鉄製品 (左京118次)

99。 刀子 。刀子柄 (左京118次)

100。 軒 平 瓦 (左京119次 )
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101.土 師器・椀A(右京165次 )

103.土 師器・椀A(右京165次 )

105。 土師器・皿A(右京165次 )

102.須恵器 0蓋―墨書土器― (左京119次 )

104。 須恵器・杯A(左京119次 )

106。 土師器・皿C(右京165次 )

107.須恵器・杯B(右京165次 )

108.須恵器・壺 L(左京119次 )

109。 土師器・甕 (右京165次 )
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110。 軒平瓦 (左京119次 )



111。 土師器・蓋 (左京118次 )

113.須恵器・蓋 (左京118次 )

115。 須恵器 0杯 B(左京118次 )

117.土 師器・杯A(左京119次 )

118.土 師器・杯B(左京119次 )

112.土 師器・椀A(左京118次 )

114。 須恵器・皿B(左京119次 )

116.網代出土状況 (左京118次 )

119.須恵器・鉢 (左京119次 )

120。 円面硯 (左京119次 )
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121。 須恵器 0平瓶 (左京119次 )



平 安 京 跡 平安時代

京都市北区大将軍坂田町

溝内遺物出土状況

〔遺 跡 の 概 要〕

平安京は,延暦13(794)年 に桓武天皇が長岡京から遷都 したところとしてよく知 られてい

ます。

昨年度の調査は,昭和54055年度の調査で寝殿造 りの原形と言える建物跡 (平安時代初期)

がみつかったのと同じ京都府立山城高校の敷地内です。この建物跡は正殿・脇殿 0後殿を

もち,当 時の貴族官人の住んだ邸宅のあとと考えられています。昨年度はこの邸宅内を区

画する溝をはじめとして,邸宅よりも古い奈良時代の掘立柱建物跡や古墳時代終り頃の上

拡などをみつけました。

遺物は,邸宅の内側の溝と考えられる溝から多量の土師器・須恵器 0製塩土器・瓦など

がまとまって出土しました。 これ らの土器類は邸宅がなくなったあと,一括 して棄てられ

たもので,食器類と煮炊きに使った甕が大半を占めます。当時の人々が食生活に使った道

具を知るよすがとなるでしょう。
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122.土師器・蓋 123.土 師器・蓋

125。 土師器・皿A

126.土 師器・皿A

128.土 師器・杯A

130。 土師器 0椀 A

132。 須恵器・杯A

124.土 師器・蓋

127。 上師器・椀A

129。 土師器・椀A

131.土 師器・甕
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133。 須恵器・杯 B



篠 窯 跡 群 奈良時代～平安時代後期

亀岡市篠町

篠・西長尾A地区作業場跡

〔遺 跡 の 概 要〕

篠窯跡群は,亀岡市篠町一帯の丘陵地にあって,古墳時代の終りから平安時代後期まで

の400年間も続いた窯業生産遺跡として知 られています。調査は昭和51年度から計画的に行

われており,昨年度は芦原 304号 窯のほか,作業場跡として西長尾地区・黒岩地区の発

掘調査を実施 しました。

芦原 3号窯は半地下式の登窯で,焼成部 しか残っていませんで したが,窯の南側では排

水溝がみつかりました。 4号窯については窯体をみつけることはできませんで した。また ,

作業場跡では,柱穴 0溝・土拡状遺構などが多数みつかっており,須恵器の選別を行 うな

ど,窯業生産に関連 した遺跡と思われます。

遺物は,西長尾地区では 9世紀から10世紀までの須恵器が,ま た黒岩地区の作業場跡で

は近 くの黒岩 1号窯 (緑 釉陶器を焼いた三角形の窯)で 出土 したものと同じような緑釉陶器

が20点 ほど出土 しています。
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134.須恵器・蓋

135。 須恵器・皿

137。 須恵器 。壺

136。 須恵器・杯

138。 土師器・甕

139.須恵器・瓶

- 39 -

140.須恵器・瓶



隼 上 り 遺 跡 古墳時代・後期～江戸時代

宇治市菟道東隼上り

土拡内・青磁椀出土状況

〔遺 跡 の 概 要〕

隼上り遺跡は,宇治市菟道にあります。昨年度 も紹介 しましたが,そのときは飛鳥時代

の隼上り瓦窯に関連 した建物跡が出てきました。

今回の調査では, 表土以下約2。 5mの ところで 5基の中世墓がみつかりました。遺物が

出土 したのは土拡 1基だけで, 長軸185 cm O短 軸65 cmの 隅丸長方形をしており, 深さは

約15 cmあ りました。 この土拡から青磁椀 2点・須恵質土器 (燈明皿)1点・鉄釘約30点 0

漆器 1点などが出土 しました。青磁椀 2点 は完形品で,中 国の龍泉窯(福建省)で焼かれた

ものです。そのうち 1点 は内面 |こ 劃花花弁文を施 しています。青磁椀は 2点が重なった状

態になっていましたが,その間には漆器Э皿が入っていました。漆器は,すでに木の部分

がなくなり,漆の被膜 しか残っていませんで した。
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142。 燈  明  皿

144。 青磁椀出土状況

141.青  磁  椀

143.青  磁  椀

145。 青磁椀出土土拡完掘状況
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宮 津 城 跡 安± 0桃山～江戸時代

宮津市字柳縄手

宮津城石垣検出状況

〔遺 跡 の 概 要〕

宮津城跡は,宮津谷を南から北 |こ 流れる大手川の河回の東にあって,現在は宮津市の中

心部として市街地になっています。

宮津城は天正 8(1580)年 に細川藤孝 0忠興父子の手により造 られ,慶長 5(1600)年 に京

極高広が当地に入り改築を行いました。その後,永井氏 0阿部氏 0奥平氏・青山氏 0本壮

氏が次々と領主になりましたが,城の規模は京極氏の築城以来ほとんど変化がなかったよ

うです。

今回の調査では,大手橋右岸のところから新 0旧 二時期の石垣がみつかりました。石材

には花商岩の割石と自然石を用いています。この自然石のみで積み上げた石垣が古い方で

宮津城の大手橋から北東方向へと延びた外堀の東側石垣にあたります。

なお,石垣に平行 して旧大手橋の橋台の基礎に用いた胴木がみつかっています。 1日 大手

橋は明治19(1886)年 に造 られたもので,胴木から当時の工法をしのぶことができます。
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146。 宮津城石垣および旧大手橋橋台検出状況

147。 宮 津 城 石 垣

一-43-一



物集女車塚古墳 (向 日市教育委員会)
古墳時代後期

向日市物集女町南条

墳 丘 全 景

〔遺 跡 の 概 要〕

物集女車塚古墳は,乙訓の首長墓として全国的に著名な前方後円墳です。近年墳丘の自

然崩壊の進行が著 しいため,向 日市教育委員会では整備事業を計画 し,そのための調査を

1983年度より実施 しています。二年度目にあたる昨年には,前年に初めて存在が確認され

た内部主体・横穴式石室の調査を中心に,一部墳丘の補足調査をおこないました。

二年にわたる発掘の結果,墳丘は全長約 45mの 東面する二段築成の前方後円墳で,一

段目は地山削出し整形,二段目は盛土で構築されていること,境のテラス面には埴輪列が

廻 らされ,二段目斜面には葺石が施されていること等が判明しました。後円部に築かれた

横穴式石室は,古式の形態を示 し,閉塞施設や羨道部入口付近を含めほぼ完存 していまし

た。奥には凝灰岩製の組合せ式家形石棺が安置され,石室礫床下には整った排水溝が構築

されています。石室内は盗掘を被っていたものの多様な遺物が検出されました。石棺内か

らは金銅製冠等の装身具や刀剣装具,石室床面からは須恵器 0土師器・装身具・金銅張り

等の馬具 0武器のほか,凝灰岩製用途不明材が出土 し,本墳の築造は6世紀前半と考えら

れます。
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148.須 恵 器 0土 師 器

150。 ガ ラス小 玉

兆ヽ
ゝ

|  ■
應 ‐越″

膠融爾″

饂 “ダ『149。 金 銅 製 冠 片
鰊
轟顆

颯
・

馬 具 (轡 )

蟷晰口聯P

152.横穴式石室・家形石棺
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153。 馬具 (杏葉 0馬鐸)



鴨 田 遺 跡 (向 日市教育委員会)
古墳時代

向日市上植野町鴨田・十ケ坪

調査地全景 (東から)

〔遺 跡 の 概 要〕

鴨田遺跡は,丹波山地 |こ 発 した小畑川が形成 した扇状地上に営なまれた古墳時代前期か

ら後期に至る集落跡です。過去に4回 の調査が実施され,1979年 の第 1次調査では,布留

式土器の良好な一括資料が出土 しています。今回の調査では, 5世紀末から6世紀後半に

至る竪穴式住居跡 8棟 , 7世紀前後の掘立柱建物跡 2棟 , 5世紀前半の井戸 1基 , 5世紀

前半頃に堆積 し始め, 7世紀初頭には埋没 したと考えられる大溝 1条が検出されています。

これらの成果から,当 遺跡は,当 初西に形成されていた集落が,次第に東へ拡大 し, 7世

紀前半頃には廃絶された集落跡であることが明らかとなりました。

出土 した遺物には,土師器では布留式の高杯・小型丸底壺 0甕 ,それ以後の高杯・鉢・

把手付鉢 0甕 0甑 0製塩土器,須恵器では杯身・杯蓋・高杯 0鉢・台付鉢 0器台・魅 0甕
,

木器ではナスビ形木器・下駄 0盤・刀形 0刀子形木製品・手斧柄などがあります。他に包

合層からではあるが,管玉・ガラス玉が各 1点出土 しており注目されます。
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155。 須恵器・杯身・杯蓋

154.刀 形 木 製 品

156.土 師器・台付鉢

157.竪穴式住居跡

―-47-一

158。 土 師 器・甕



長岡京跡左京第 106次 (向 日市教育委員会)
長岡京時代

向目市 L植野町十ケ坪

四条第二小路 SF 10600と 建物 SD 10633(東から)

〔遺 跡 の 概 要】

今回の調査地は,長岡京跡の左京四条二坊五 。六町に位置しています。左京四条二坊に

は当時,北部に小畑川が流れており,調査地付近は,比較的低湿な土地となっていました。

検出された遺構には 2時期あり,前期には,五町と六町を南北に分ける四条第 二小路の両

側溝,掘立柱建物 2棟 ,2.1～2.41n等 間に走る溝群等が,後期には,四条第 二小路側溝を

埋め立てて設けられた縦板 2段組井戸 1基 ,同路面上に設けられた掘立柱建物 1棟や, こ

れと柱筋を揃える大規模な掘立柱建物等があります。

今回の調査で最も注目すべき事柄は,後期に入って,宅地利用規模が 2町域に拡大され

たことです。後期には建物規模も大きくなり,共伴する遺物にも,漆器鉢の優品や独楽・

深籠 0木簡等,特異な物が多数あります。近年の研究によれば,長岡京の造営が,延暦 8

年頃に再び盛んとなり,建物の整備が行われたと言われていますが,こ れらの遺構も,そ

うした事実を示す好例と言えるでしょう。
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159。 木簡 160。 籠

161.墨 書 土 器

162.墨書人面土器

鈴164.銅

163。 井    戸

―-49-―

165。 漆  器  鉢



長岡京跡左京第 120次 (向 日市教育委員会)
長岡京時代

向日市上植野町地田

調査地全景 (東から)

〔調 査 の 概 要〕

長岡京跡左京第120次 調査は,約 3,000m2の 範囲を発掘 しました。その結果,今まで一

度 も調査のなされていなかった二条大路を検出することができました。二条大路は,宮域

の南限を画する主要東西路で,他の都城例等からも相当の規模を持つものと推定されてい

ました(例 えば平城京では幅17丈 :51m)。 しかし今回確認された二条大路は,路の南北両

側にある溝の中心間の距離が 8。 9mしかなく,と ても大路と呼べる規模でないことが判明

しました。 この成果は,長岡京個有の条坊復原に貴重なデータが得 られたといえましょう。

特にかつて調査確認されていた三条条間小路 (二条大路より2本南)の 南北両側溝の中心間

が 25mも あって, ここまで宮域が南下するのではないかとする説との関係で注目される

ところです。また京の南北路である東二坊第一小路の東西両側溝と東二坊坊間小路の西側

溝,及 びそれらと二条大路との交差点のほかに,町 内の溝 50掘立柱建物跡 40柵列 10

井戸 1が検出されました。遺物は大量に出土 し,と りわけ木簡・墨書土器・多量の軒丸瓦

0軒平瓦・鳴尾・博・鋳放 し銭 (神功開賓)・ 各種金属器等は特筆すべきものです。
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166.銭貨 (和同開称 。高年通賓・神功開賓・神功開賓鋳放し銭)

169.墨書土器 0「真嶋」
168.鉄  斧

170.軒  平  瓦
171。 墨書土器 。「給服所」

・７
　
木
簡

（習
書

「
＜
□
□
□
…
□
是
是
×
」）

・７３
　
木
簡

「
＜
讃
岐
国
阿
野
郡
山
本
郷
官
厨
米
五
斗
真
歳
万
×
」

172。 井戸 SE 12064検 出状況
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展 示 品 目 録

番号 遺  跡  名 出 品 遺 物 点数 時    代 写真番号

1 志 高 遺 跡 弥生土器 0壺

高杯

蓋・甕

台付鉢

器台

管 玉・小 玉

土 師 器 0甕

皿

須 恵 器・杯B

陶 磁 器 0皿

椀

小鉢

絵皿

縄文土器・鉢

2

1

各 1

1

1

各 1

1

1

1

2

3

1

1

1

弥生時代 。中期

弥生時代 。後期

弥生時代 0後期

弥生時代・後期

弥生時代・後期

弥生時代・中期

古墳時代 。前期

奈 良 時 代

奈 良 時 代

江 戸 時 代

江 戸 時 代

江 戸 時 代

江 戸 時 代

縄文時代 0後期

506

1

2

4

3

磨 製 石 剣

石 斧

弥生土器 0高杯

台付鉢

器台

鉢

土 師 器・高杯

甕

須 恵 器 0高杯

高杯蓋

蓋

四耳壺

魅

鉄  器・鋤先

2

1

2

1

2

1

1

1

1

1

1

2

1

2

弥 生 時 代

弥 生 時 代

弥生時代 。中期

弥生時代 。中期

弥生時代・後期

弥生時代・後期

古墳時代 0後期

古墳時代・後期

古墳時代 0後期

古墳時代・後期

古墳時代・後期

平 安 時 代

古墳時代 0後期

古墳時代 。後期

11

11

11

11

10

10

10

9

10

8

北 金 岐 遺 跡 田

は

堰

舟

ご

板

し

1

1

2

古墳時代 0前期

古墳時代 0前期

古墳時代・前期

12・ 13014
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番号 遺  跡  名 出 品 遺 物 1点数 時    代 写真番号

4 石 本 遺 跡 弥生土器・高杯

蓋

須 恵 器 0魅

杯身

杯蓋

高杯

土 師 器 0壺・甕

ミニチュア壺

錘

器

類

土

石

玉

1

1

2

2

2

2

各 1

1

10

5

5

弥 生 時 代

弥 生 時 代

古墳時代 0後期

古墳時代 0後期

古墳時代 0後期

古墳時代・後期

古墳時代 0後期

古墳時代 0後期

古墳時代・後期

縄文～弥生時代

古墳時代・後期

17

16・ 21

18020

19

5 波 江 古 墳 群 須 恵 器・高杯

高杯蓋

杯身

魅

横瓶

提瓶

土 師 器・椀

陶  器・甕

片口鉢

4 古墳時代・後期

古墳時代 0後期

古墳時代 0後期

古墳時代 0後期

古墳時代 0後期

古墳時代 0後期

古墳時代・後期

鎌 倉 時 代

鎌 倉 時 代

27

25

23

28

29

26

24

22

3

2

1

1

1

1

1

1

6 薬 王 寺 古 墳 群 (1号墳)須恵器・壺

(2号墳)須恵器 0杯身

杯蓋

魅

鉄 器・刀子

(3号墳)須恵器・魅

土師器 。甕

椀

1

3

3

1

1

1

1

1

古墳時代・後期

古墳時代・後期

古墳時代・後期

古墳時代 0後期

古墳時代 0後期

古墳時代 0後期

古墳時代・後期

古墳時代・後期

30

30

30

30

31

30

7 味 方 遺 跡 須 恵 器・杯身

石  器・石錘

石斧

石包丁

3

1

1

1

古墳時代・後期

縄 文 時 代

縄 文 時 代

弥 生 時 代

34

32
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番号 遺  跡  名 出 品 遺 物 点数 時    代 写真番号

石鏃 3 縄文～弥生時代 33

8

9

小 金 岐 古 墳 群 (1号墳)須恵器・蓋

瓦 器 。椀

銀   環

(3号墳)須恵器 ◆蓋

魅

高杯

杯身

提瓶

土師器・皿

金   環

2

3

2

2

1

2

1

2

1

3

古墳時代・後期

平安～鎌倉時代

古墳時代・後期

古墳時代・後期

古墳時代・後期

古墳時代・後期

古墳時代・後期

古墳時代・後期

奈 良 時 代

古墳時代・後期

38040

35。 37039

36

44

43

今 里 遺 跡 須 恵 器・杯身

杯蓋

魅

甕

土 師 器 0甕

高杯

2

2

1

1

3

1

古墳時代・後期

古墳時代 0後期

古墳時代・後期

古墳時代・後期

古墳時代・後期

古墳時代 0後期

49050

45・ 47

53

52

48・ 51

10 隼 上 り 古 墳 群 (2号墳)須恵器 。

横瓶

杯身

杯蓋

高杯

金    環

刀 の つ ば

(3号墳)須恵器・聰

杯身

杯蓋

高杯

甕

=E

1

1

1

4

4

2

6

1

1

3

3

2

1

1

1

古墳時代 0後期

古墳時代・後期

古墳時代 。後期

古墳時代 0後期

古墳時代 0後期

古墳時代 0後期

古墳時代・後期

古墳時代 0後期

古墳時代・後期

古墳時代・後期

古墳時代・後期

古墳時代 。後期

古墳時代 。後期

古墳時代 0後期

古墳時代 ◆後期

59

54

55

57

56

58
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番号 遺  跡  名
|

出 品 遺 物 点数 時    代 写真番号

|

|

|

|

土師器・甕

金     環

黒 色 土 器

|    |
1  2  1

1  4  1

111

古墳時代 0後期

古墳時代・後期

平 安 時 代

11 千代 川遺跡第 9次 須 恵 器 0杯蓋

杯身

魅

大型杯身

皿

杯A・ 杯B

蓋

墨 書 土 器

緑 釉 陶 器

2

3

1

1

1

5

1

8

1

古墳時代・後期

古墳時代・後期

古墳時代 0後期

古墳時代・後期

奈 良 時 代

奈 良 時 代

奈 良 時 代

奈 良 時 代

平 安 時 代

60

62・ 64・ 68

650660670
69070

61

71

12 燈 籠 寺 遺 跡 須 恵 器・壺

杯A

杯B

蓋

皿A

甕

土 師 器・高杯皿

家 形 埴 輪

円 筒 埴 輪

1

1

1

1

2

2

1

1

1

奈 良 時 代

奈 良 時 代

奈 良 時 代

奈 良 時 代

奈 良 時 代

奈 良 時 代

奈 良 時 代

古墳時代・中期

古墳時代 。中期

74

75

72 73

77

13 木津地区所在遺跡

14 長岡京跡右京第165次

軒  丸  瓦

軒  平  瓦※

土    馬

瓦  器・椀

鬼    瓦

須恵器・ ミニチュア壺

3

1

1

1

1

1

奈 良

奈 良

奈 良

奈 良

奈 良

奈 良

時 代

時 代

時 代

時 代

時 代

時 代

80081082

83

85

須 恵 器・蓋

杯A

杯B

皿A

堡E

1

1

1

1

1

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

107

55



番号 遺  跡  名 出 品 遺 物 点数 時    代 写真番号

土 師 器・椀A

皿A・ 皿C

杯A

甕

2

各 2

1

1

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

101・ 103

1050106

109

15 長岡京跡左京第 118

次
須 恵 器・杯A

杯B

壺A

壺G

壺 L

高杯

平瓶

甕

蓋

皿A

皿B

土 師 器・蓋

杯A

杯B

高杯

椀A

皿A

皿C

甕

小形椀

墨 書 土 器

木     印

銭     貨

ミニチュア土器・竃

甑

帯金具 (丸輌)

土     馬

櫛

軒  丸  瓦

2

5

1

2

3

1

1

1

2

1

1

1

2

1

1

4

2

2

1

1

8

1

4

1

1

1

1

1

1

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

115

113

111

112

92

93

89

88

98
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点数 時    代
|

出 品 遺 物遺  跡  名番号

|    |

121
長 岡 京 時 代

写真番号

軒  平  瓦

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

須 恵 器・蓋

杯A

杯B

壺L

平瓶

鉢

=E

皿 A

皿 B

土 師 器・杯A・ 杯B

椀A

16 長岡京跡左京第 119

次

鈍

丸

平

印

軒

軒

刻

椀C

皿

簡

器

瓦

瓦

瓦

尾

土圭
日

木
　
墨

代

代

代

代

代

代

代

代

代

時

時

時

時

時

時

時

時

時

安

安

安

安

安

安

安

安

安

平

平

平

平

平

平

平

平

平

平 安 京 跡17

114

1170118

1000110

125・ 126

12201230
124

131

96

90

132

３８

　

　

　

　

３６

108

121

119

平 安 時 代

平 安 時 代

平 安 時 代

須 恵 器 0杯 A

(西長尾A地区作業場跡)

土 師 器 0甕

須 恵 器 0杯 A

杯B

杯B
(墨書「田村」)

軒  平

土 師 器 0

蓋

椀A

杯A

皿A

蓋

甕

瓦

篠 窯 跡 群18
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番号 遺  跡  名 出 品 遺 物 点数 時    代

蓋

皿A

皿 B

蓋

瓶

生E

(芦原 1号窯)平瓶

三耳壺

代

代

代

代

時

時

時

時

安

安

安

安

平

平

平

平

平 安

平 安

平 安

平 安

時 代

時 代

時 代

時 代

19 隼 上 り 遺 跡 椀
　
皿

磁
　
明

青
　
燈

代

代

時

時

倉

倉

鎌

鎌

写真番号

137

1410143

142

20

20 件

近世陶器 O皿

古    銭

巴 文 軒 丸 瓦

硯

代

代

代

代

時

時

時

時

一戸
　
一月
　
一戸
　
一戸

江

江

江

江

|    |

1365点 |

以上,(財 )京都府埋蔵文化財調査研究センター出品。

※ この軒平瓦は梅谷瓦窯跡で表採した。

杯AO杯 Bな どのアルファベット呼称による分類は,奈良国立文化財研究所平城宮跡発掘調査部が行っ

ている分類に大略準拠したが,一部それによらないところもある。
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番号 遺  跡  名 出 品 遺 物 点数 時    代 写真番号

古墳時代 0後期

古墳時代・後期

古墳時代 0後期

古墳時代 0後期

古墳時代 。後期

古墳時代・後期

古墳時代・後期

古墳時代 0後期

古墳時代 0後期

古墳時代・後期

古墳時代 0後期

古墳時代・後期

古墳時代・後期

古墳時代 0後期

古墳時代 。後期

古墳時代・後期

古墳時代 0後期

古墳時代・後期

古墳時代・後期

古墳時代・後期

古墳時代・後期

古墳時代・後期

古墳時代 0後期

148

148

148

148

148

148

149

150

151

153

153

1 物 集 女 車 塚 古 墳 須 恵 器 0杯身

杯蓋

高杯

堡臣

魅

土 師 器・壺

金 銅 製 冠 片

ガ ラ ス 小 玉

銀 製 空 玉

銀 製 耳 環

棗     玉

蜻  蛤  玉

馬  具・轡

杏葉

雲珠

辻金具

磯金具

鞍

馬     鐸

鉄          舒

鉄 製 石 突

鉄 製 直 刀

鉄     鏃

1

2

3

3

1

1

1組

4連

1

1

1

1連

2

3

2

1

1組

2

1

1

1

1

1

2 鴨  田  遺  跡 刀 形 木 製 品

土 師 器・甕

台付鉢

須 恵 器・杯身

杯蓋

玉管

ガ ラ ス 小 玉

1

1

1

2

1

1

1

古 墳 時 代

古墳時代・中期

古墳時代・後期

古墳時代 0後期

古墳時代・後期

古墳時代・後期

古墳時代 0後期

154

158

156

155

155

162

161

164

3 墨書人面上器

墨 書 土 器

銅    鈴

長岡京跡左京第 106

次  |
1

1

1

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

一-59-一



番号 遺  跡  名 出 品 遺 物 点数
|

時    代 写真番号
l

|

漆

籠

木

器 0鉢 1

1

1

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代簡

165

160

159

4 長岡京跡左京第 120
次

軒平瓦(重画文)

墨 書 土 器

鉄    斧

銅  金  具

銭    貨

木    簡

1

4

1

2

4

2

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

長 岡 京 時 代

170

1690171

168

167

166

173・ 174

4 件

|    |

164点 |

以上,向 日市教育委員会出品。
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考  古  展

第 4回「小 さ な 展 覧 会」

一昭和59年度発掘調査の成果から一

昭和60年 8月 20日 (火)～ 9月 1日 (日 )

行 (財)京都府埋蔵 文化財 調査研究

セ ンター

〒617向 日市寺戸町南垣内40番 の 3

劉L(075)933-3877(代 )

刷 中 西 印 刷 株 式 会 社
代 表 者  中 西   亮

〒602京都市上京 区下立売通小川東入

ШL(075)441-3155(代 )

発






